
（別紙３）

～ 2025年　1月　23日

（対象者数）
　10名

（回答者数）
　9名

～ 2025年　1月　30日

（対象者数）
　4名

（回答者数）
　4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

「美術」は、夏休みの長期日中支援期間での活動提供となる

為、美術支援専門職員による活動の機会を増やしていけるよ

う調整を図りたい。

2

学校での職業体験などの時期に合わせて、法人内の様々な事

業所の就労の様子や活動の様子を見学できる機会を設定し、

学齢期に沿って、卒業後をイメージできるような取り組みも

検討したい。

3

法人の人的環境を活かし、様々な他者と接する経験の機会を

工夫し、社会性につなげていけるよう、活動などに取り入れ

ていけるよう設定していきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用希望のご家族の事業所見学時に、本人、ご家族にとって

不都合と思われる点やご家族に協力いただく必要がある項目

を説明し、利用を検討していただいている。また、事業所の

休業期間に対応できる他事業所や福祉サービス等を案内し、

併用も検討していただいている。

2

定期的な安全点検を実施し、不具合があれば対応している。

また、必要に応じて代替装置や補助具などで対応している。

法人の支援専門部職員による「運動」「音楽」「美術」の活動

を支援に取り入れることにより、より専門性の高い活動を提供

している。

「運動」は夏休みなどの日中支援期間は、三鷹市の

「SUBARU総合スポーツセンター」を利用し、より広い運動

の場を設定し活動内容を拡げ、楽しんで体を動かせるよう支援

している。また、要望や必要に応じて、理学療法士と連携し

「PT診断」を行い、結果を取り入れて支援を行っている。

「音楽」は基本的な活動内容や進行を固定化することで、見通

しを持って安心して参加できるよう支援している。また児童一

人ひとりの習熟度の差異を児童自身が気にすることなく、みん

なで楽しく活動できる空間を設定し、それぞれのペースで習熟

度を向上させることができる。

「美術」は放課後支援員による日常的な創作活動では取り組む

機会の少ない活動内容を実施することで、創造性や巧緻性など

に対して、日常とは違ったアプローチを提供している。

○事業所名 にじアート放課後等デイサービス　（にじアート児童デイサービス）

○保護者評価実施期間
2024年　12月26日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2025年　1月　8日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　14日　（2025年2月26日公表）

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

にじアートは生活介護との多機能事業所として運営している

為、活動部屋やクールダウンの為の居場所など、内容や目的に

合わせて、館内を幅広く使用した活動を実施できる。また、成

人利用者との合同の活動の機会や生活介護の職員や法人内の職

員など様々な立場の人とのコミュニケーションの機会が多く、

社会性などの日常生活で必要な力を身に付ける経験ができる。

様々な職員や成人利用者との交流の機会だけではなく、法人の

就労事業所のレストランを利用した外食経験や法人本部での

プール活動など、法人施設を活用した活動も取り入れている。

また、毎年「にじの会まつり」「にじアートまつり」を開催

し、地域の方々との交流の機会も設定している。

法人の支援員は全て正規職員の為、人的環境要因が安定してい

る。そのため支援員の入れ替わりが少なく利用児童の不安要素

が軽減されている。送迎車の運転職員も同様のため、帰宅送迎

時のご家族の安心にも繋がっている。

人事異動があった場合は、児童それぞれが過剰な喪失感を持た

ないような説明や支援を行い、法人行事などで再会できた時の

感情表出や経験を支援している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

法人の年間予定に基づいた運営上、事業所の休業期間などに利

用できない日が発生する。また、荒天時や感染症対策の実施な

ど、ご家族に協力いただく状況が発生する。

放課後等デイサービスも法人の一事業の為、法人の規定に準ず

る運営を行っている。

事業所の設備が完全バリアフリーではない。 福祉事業所ではなかった建物を改装している為、建築構造上、

完全バリアフリー化が難しい。

「玄関スロープ」「手すり」「エレベーター」「多機能トイ

レ」は設置されている。

事業所における自己評価総括表公表



3

情報の内容を整理し、周知・説明方法を見直し実施する。事業所の状況や情報の周知で解り難い部分がある。 様々な機会、方法でご家族にお知らせや説明を行っているが、

却って解り難くなっている。


